
立ち上がろう
みんな主役のむらおこし

〒717-0201 岡山県真庭郡新庄村役場 総務企画課  TEL（0867）56-2626  FAX56-2629
新庄村HP  http://www.vill.shinjo.okayama.jp/

広報
新庄

人口　　  動態

男………404人（＋1）
女………449人（＋1）
計………853人（＋3）
世帯数…385戸（＋1）

（　）内は先月比

主な
記事

村長施政方針  2
令和3年度新庄村決算（普通会計）報告   3
新庄村農産物紹介  6
水稲作付農家支援補助金について  7
お元気ですか？  12
地域おこし協力隊活動報告  13
農業公社より 14
社協だより 15
小中学校だより 16

令和4年9月30日現在

コスモスの花

令和4年10月20日発行

施政方針村長施 2

庭郡新庄村役場 総務企画課 T 2629
村HP  http://// www.vill.shinjop j

TEL（0867）56-2626 FAFF X56-2TEL（0867）56 2626 FAFF X56 2
o.okayama.jp/y jp

『55人の「本気」
～Over the top!～
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多
く
の
村
民
皆
様
方
か
ら
村
制
施
行

１
５
０
年
を
迎
え
た
歴
史
あ
る
新
庄
村

政
の
舵
取
り
を
今
後
４
年
間
、
引
き
続

き
担
う
信
任
を
い
た
だ
き
、
そ
の
責
任

の
重
大
さ
を
改
め
て
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

今
日
ま
で
の
６
期
に
わ
た
り
、「
活
力

と
夢
の
あ
る
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
村
民
一

家
族
の
村
づ
く
り
」
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
こ
の
度
改
め
て
、
村
民
の
方
々
か

ら
の
生
の
声
を
聞
く
中
で
、
将
来
に
向

け
て
、
村
民
が
今
ま
で
以
上
に
、
住
め

ば
住
む
ほ
ど
幸
せ
を
感
じ
る
暮
ら
し
を

つ
く
る
た
め
に
、
村
民
ひ
と
り
ひ
と
り

を
大
切
に
し
た
次
世
代
の
増
加
策
な
く

し
て
未
来
な
し
を
ベ
ー
ス
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

「
人
づ
く
り
・
長
寿
づ
く
り
・
仕
事
づ

く
り
」
を
主
に
し
た
50
年
、１
０
０
年

先
も
合
併
す
る
こ
と
な
く
「
持
続
で
き

る
」、「
持
続
す
る
」
村
づ
く
り
を
進
め

る
事
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
痛
感
し
ま

し
た
。
そ
の
た
め
に
、
選
挙
公
約
と
し

て
皆
様
に
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
最
重
要
課
題
の
人
口
減
ス
ト
ッ
プ
対

策
と
同
時
に
「
村
の
成
長
戦
略
エ
ン
ジ

ン
７
」
を
未
来
思
考
で
積
極
果
敢
に
進

め
て
い
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

ま
す
。

　
１
つ
目
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
村
の
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
分
野
で
の
ヒ
メ
ノ
モ
チ
の

生
産
・
流
通
・
販
売
の
一
貫
体
制
に
よ

る
成
長
産
業
化
で
す
。
高
齢
化
に
よ
る

担
い
手
不
足
等
に
よ
り
減
少
す
る
農
地

を
保
全
し
、
ヒ
メ
ノ
モ
チ
を
中
心
と
し

た
農
産
物
の
栽
培
面
積
、
出
荷
数
量
の

安
定
化
を
図
る
中
で
、
第
３
の
ひ
め
の

も
ち
加
工
場
を
新
設
し
、
流
通
か
ら
加

工
、
更
に
販
売
ま
で
の
村
内
一
貫
流
通

体
制
を
確
立
し
、
成
長
産
業
化
に
よ
る

農
業
生
産
所
得
の
向
上
と
更
な
る
ブ
ラ

ン
ド
化
に
よ
る
収
益
向
上
を
図
る
も
の

で
す
。

　
２
つ
目
は
、
こ
れ
も
村
の
基
幹
産
業

で
あ
る
森
林
林
業
分
野
で
の
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
事
業
と
主
伐
再
造
林
事
業
の
推

進
で
す
。
返
還
さ
れ
た
採
草
地
、
任
意

施
業
地
を
含
む
村
有
林
や
民
有
林
全
体

を
活
用
し
て
、
木
質
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
を
推
進
す
る
と
共
に
、
主
伐
再
造

林
に
よ
る
次
世
代
へ
の
森
林
経
営
サ
イ

ク
ル
を
確
立
し
、
森
林
所
有
者
等
の
所

得
が
向
上
す
る
「
儲
か
る
村
の
林
業
づ

く
り
」
を
行
う
も
の
で
す
。

　
３
つ
目
は
、
村
の
先
人
か
ら
受
け

継
が
れ
た
地
域
資
源
の
有
効
活
用
で
す
。

増
え
続
け
る
空
き
家
や
遊
休
農
地
、
活

用
さ
れ
な
い
未
利
用
の
私
有
林
な
ど
の

対
策
を
進
め
な
が
ら
、
歴
史
的
な
施
設

や
村
の
美
し
い
景
観
を
保
全
し
、
村
内

に
眠
る
観
光
資
源
を
有
効
に
活
用
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
４
つ
目
は
、村
の
中
心
地
で
あ
る
「
が

い
せ
ん
桜
通
り
」
の
魅
力
と
賑
わ
い
創

出
へ
の
取
り
組
み
で
す
。
が
い
せ
ん
桜
通

り
の
全
体
構
想
で
あ
る
「
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
を
村
民
の
皆
様
と
共
に
具
体

化
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
歩
い
て
楽

し
め
る
活
気
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　
５
つ
目
は
、
何
歳
に
な
っ
て
も
安
心

し
て
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
し
く
み
づ

く
り
で
す
。
医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

高
齢
者
へ
配
慮
し
た
福
祉
住
宅
介
護
施

設
の
充
実
や
生
活
に
欠
か
せ
な
い
外
出

支
援
や
災
害
発
生
時
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

命
と
暮
ら
し
の
安
心
・
安
全
な
村
ぐ
る

み
の
福
祉
の
村
づ
く
り
を
更
に
推
進
し

ま
す
。

　
６
つ
目
は
、
子
ど
も
の
声
が
あ
ふ
れ

る
村
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
支
援
体

制
の
構
築
で
す
。
村
が
定
め
た
新
庄
っ

子
宝
憲
章
で
う
た
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

子
ど
も
は
村
の
未
来
で
す
。
村
の
宝
と

し
て
、
出
産
支
援
と
併
せ
た
子
育
て
拠

点
整
備
等
に
よ
る
総
合
的
な
子
育
て
支

援
や
縁
結
び
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
の
創
設

支
援
に
特
に
力
を
入
れ
、
子
ど
も
や
若

者
た
ち
が
魅
力
を
感
じ
、
新
庄
村
に
帰

り
た
く
な
る
村
づ
く
り
、
住
み
た
く
な

る
村
づ
く
り
を
着
実
に
進
め
て
い
き
ま

す
。

　
７
つ
目
と
し
て
、
新
庄
村
だ
か
ら
こ

そ
で
き
る
教
育
の
充
実
で
す
。
現
在
進

め
て
い
ま
す
小
中
一
貫
校
の
推
進
に
併

せ
、
村
な
ら
で
は
の
義
務
教
育
と
連
携

し
た
子
ど
も
を
支
え
る
放
課
後
教
育
の

充
実
と
学
校
と
家
庭
に
加
え
て
子
ど
も

が
生
き
生
き
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る

第
三
の
居
場
所
づ
く
り
を
整
備
し
、
子

育
て
や
基
本
教
育
な
ら
新
庄
村
と
言
っ

て
い
た
だ
け
る
特
色
あ
る
子
育
て
と
教

育
の
王
国
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
村

の
社
会
教
育
や
生
涯
学
習
の
中
心
拠
点

と
し
て
の
機
能
を
発
揮
で
き
る
公
民
館

の
再
整
備
も
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
、
村
民
と
一
緒
に
な
っ
て
、
こ

の
７
つ
の
エ
ン
ジ
ン
を
動
か
す
こ
と
が
最

重
要
テ
ー
マ
で
あ
り
責
務
で
す
。
そ
し

て
、
今
年
度
完
成
の
役
場
新
庁
舎
と
併

せ
て
進
め
る
新
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
脱
炭
素
社
会
の
実
現
や
デ
ジ
タ
ル

社
会
へ
の
構
築
な
ど
を
着
実
に
進
め
る

に
は
、
県
内
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
現
在
の
健
全
財
政
の
継
続

運
営
が
あ
っ
て
こ
そ
取
り
組
め
る
も
の

で
す
。
国
や
県
の
地
方
創
生
の
支
援
策

を
は
じ
め
、
有
利
な
補
助
制
度
や
地
方

債
な
ど
を
最
大
限
活
用
し
、
安
定
的
な

財
政
運
営
を
今
後
も
進
め
、
村
の
未
来

に
責
任
を
持
ち
、
経
験
と
人
脈
と
決
断

と
実
行
で
、
短
期
・
中
長
期
的
な
課
題

に
真
剣
に
向
き
合
い
、「
自
主
自
立
の

村
で
成
長
し
続
け
る
た
め
の
村
づ
く
り
」

を
基
本
に
お
い
て
、
全
世
代
の
方
々
が

お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
思
い
や
り
を

持
ち
、
助
け
合
う
心
で
次
世
代
に
誇
り

と
自
信
を
持
っ
て
繋
ぐ
村
づ
く
り
、
そ

し
て
、
村
民
お
一
人
お
一
人
が
活
躍
で
き

る
村
づ
く
り
を
「
意
志
あ
る
と
こ
ろ
に

道
は
開
け
る
」
の
信
念
で
迅
速
か
つ
丁

寧
に
進
め
、
１
０
０
年
先
の
未
来
に
挑

戦
し
続
け
て
い
く
強
い
覚
悟
で
す
。

　

以
上
、
所
信
の
一
端
と
し
て
、
村
民

の
皆
様
並
び
に
議
員
各
位
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
、
新
任
期
に
お
け
る
施
政
方
針
と
し

ま
す
。

村
長
施
政
方
針
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歳入総額内訳 （単位：千円、％） 歳出総額内訳 （単位：千円、％）

区　　　　　分 金　額 割　合 区　　　分 金　額 割　合

地方税 198,294 9.9 人件費 325,305 17.1

分担金及び負担金 1,549 0.1 扶助費 65,656 3.5

使用料 25,261 1.0 公債費 150,089 7.9

手数料 692 0.0 義務的経費　合計 541,050 28.5

財産収入 89,719 4.5 普通建設事業費 477,191 25.1

寄付金 27,426 1.4 災害復旧事業費 8,206 0.4

繰入金 162,416 8.1 投資的経費　合計 485,397 25.5

繰越金 97,737 4.9 物件費 284,232 15.0

諸収入 26,539 1.3 維持補修費 14,975 0.8

自主財源　合計 629,633 31.1 補助費 325,543 17.1

地方交付税 881,781 43.9 消費的経費　合計 624,750 32.9

国庫支出金 151,386 7.5 積立金 136,637 7.2

県支出金 100,637 5.0 投資及び出資金 0 0.0

地方債 202,122 10.1 繰出金 112,094 5.9

地方譲与税交付金 21,949 1.1 その他経費　合計 248,731 13.1

自動車税環境性能割交付金 1,246 0.1 歳出総額 1,899,928 100.0

地方消費税交付金 18,157 0.9

地方特例交付金 607 0.0 地方税　209,577千円の内訳　　　（単位：千円、％）

法人事業税交付金 512 0.0 税　目　別 金　額 割　合

利子割交付金 57 0.0 市町村民税 28,512 14.4

株式等譲渡所得割交付金 540 0.0 固定資産税 163,293 82.3

配当割交付金 355 0.0 軽自動車税 4,200 2.1

依存財源　合計 1,379,349 68.7 たばこ税 2,289 1.2

歳入合計 2,008,982 100.0 合　　　計 198,294 100.0
※割合の小さいものは0.0%と表記しています。

特別会計決算 （単位：千円）

会　　計　　名 歳　入 歳　出 公営企業の資金不足比率
国民健康保険事業特別会計 134,841 122,335 会　計　名 03年度 02年度

簡易水道事業特別会計 41,294 40,855 簡易水道事業特別会計 － －

国民健康保険歯科診療施設特別会計 43,476 39,819 下水道事業特別会計 － －

介護保険特別会計（保険事業勘定） 162,735 152,402 宅地造成事業特別会計 － －

下水道事業特別会計 53,778 52,547 ※資金不足がない場合は「－」と記入。

宅地造成事業特別会計 2,736 2,734 

国民健康保険診療所特別会計 77,250 69,560 

後期高齢者医療特別会計 15,572 14,629 

令和3年度新庄村決算（普通会計）報告
普通会計決算
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 歳　入
　歳入の決算は、2,008,982千円で、前年に比べ5.5％増加しました。自主財源のうち地方税は、
0.9％減少しています。これは、償却資産である固定資産税が年々減少したためです。依存財
源のうち、地方交付税は14.9％増加しています。また、地方債は、新庁舎整備や道路等を整備
するために借り入れるお金で、昨年度より71,222千円増加し、202,122千円借り入れました。

 歳　出
　歳出の決算は、1,899,928千円で、前年に比べ5.2％増加しました。物件費は15.6％減少、普
通建設事業費は62.7％増加しています。また、事業を行うために借り入れたお金の償還金であ
る公債費は、昨年度より4.5％増加しています。特別会計への繰出金は、昨年度より4.3％減少
しました。

 健全化判断比率について
　平成19年６月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」が公布されました。これは、
地方自治体の財政の健全性に関する比率を公表し、その比率のいずれかが早期健全化基準以上
の場合には、財政の早期健全化及び財政の再生等を図るための計画を策定する制度を定めるこ
とになっており、地方自治体の財政の健全化に資することを目的としています。
　健全化に関する比率は、①実質赤字比率　②連結実質赤字比率　③実質公債費比率　④将来
負担比率と、特別会計の資金不足比率です。新庄村も令和３年度決算に基づき、次のとおり比
率を算出しました。

指　　標 指標の内容 03年度 02年度 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 普通会計（一般会計、土地取得会計）
の黒字か赤字かを判断する指標 － － 15.0% 20.0%

連結実質赤字比率 特別会計を含めて黒字か赤字か判断
する指標 － － 20.0% 30.0%

実質公債費比率 公債費による財政負担の程度を示す
指標 5.0% 5.2% 25.0% 35.0%

将来負担比率 第３セクターを含め将来負担すべき
実質的な負債の比率 － － 350.0%

※赤字がない場合は「－」と記入。

　健全化判断比率が、早期健全化基準、財政再生基準を一つでも超えると、「早期健全化
団体」、「財政再生団体」になります。「早期健全化団体」となると、いわゆる黄信号で、
財政健全化計画の策定などが義務づけられ、さらに財政が悪化して「財政再生団体」と
なると、財政が破たんした自治体として、行政事務が制約されます。
　新庄村の健全化判断比率（実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将
来負担比率）は、いずれも「早期健全化基準」を下回っていました。今後も健全な財政
運営に努めていきます。
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９
月
11
日
㈰
、
天
候
が
心
配
さ
れ

る
空
模
様
で
し
た
が
、
保
育
所
、
小
・

中
学
校
、
村
民
に
よ
る
合
同
運
動
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
の
開
催
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
蔓

延
を
考
慮
し
、
保
・
小
・
中
合
同
運

動
会
に
、
ひ
な
ど
り
会
、
各
種
団
体

対
抗
リ
レ
ー
を
取
り
入
れ
た
縮
小
し

た
形
式
で
行
い
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
天
候
不
良
の
た
め
、
各
種

団
体
対
抗
リ
レ
ー
を
省
略
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
で
は『
55
人
の「
本マ

気ジ

」

〜
ｏ
ｖ
ｅ
ｒ 

ｔ
ｈ
ｅ 

ｔ
ｏ
ｐ
！
〜

（
限
界
を
超
え
ろ
！
）』
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
掲
げ
、
児
童
生
徒
の
代
表
を
先

頭
に
小
学
生
・
中
学
生
全
員
が
元
気

よ
く
入
場
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

勝
部
芯
さ
ん
が
開
会
宣
言
、
佐
山

昊
大
さ
ん
と
増
本
彩
花
さ
ん
が
選
手

宣
誓
、
川
上
芙
葉
さ
ん
が
準
備
体
操

を
行
い
演
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

保
育
所
の
か
け
っ
こ
や
ダ
ン
ス
、

元
気
な
新
庄
っ
子
の
リ
レ
ー
や
演
技
、

中
学
生
に
よ
る
「
シ
ン
の
宝
は
19
人

の
光バ

ト
ン

の
中
に
」
の
創
作
ダ
ン
ス
な
ど
、

練
習
の
成
果
を
い
か
ん
な
く
発
揮
す

る
子
ど
も
た
ち
に
、
た
く
さ
ん
の
声

援
・
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

ま
た
、ひ
な
ど
り
会
の「
お
土
産
な
ぁ

に
?!
」
や
「
新
庄
よ
い
と
こ
」
に
も

多
く
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、

競
技
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

保
育
所
園
児
の
微
笑
ま
し
い
演
技
、

親
子
の
絆
を
深
め
た
種
目
、
全
力
で

疾
走
し
た
リ
レ
ー
、
生
徒
自
ら
が
考

え
た
創
作
ダ
ン
ス
、
力
強
く
踊
っ
た

ソ
ー
ラ
ン
節
な
ど
、
素
晴
ら
し
い
演

技
で
あ
ふ
れ
た
運
動
会
と
な
り
ま
し

た
。 

（
教
育
委
員
会
・
川
端
）

　

令
和
４
年
度
第
２
回
区
長
会
を
９

令
和
４
年
度
新
庄
村

合
同
運
動
会

月
29
日
㈭
に
創
生
セ
ン
タ
ー
で
開
催

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
黒
田
区
長
代
表
か
ら

事
業
等
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
を
出

し
て
ほ
し
い
と
ご
挨
拶
い
た
だ
き
、

続
い
て
小
倉
村
長
か
ら
、「
行
政
と

地
区
が
一
緒
に
な
っ
て
村
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
大
事
。
一
人
一
人
が
前

を
向
い
て
い
け
る
よ
う
村
を
作
り
た

い
。」
と
想
い
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
役
場
か
ら
令
和
４
年
度
10

月
以
降
の
行
事
で
新
た
に
追
加
等
に

な
っ
た
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

た
。
各
担
当
課
か
ら
は
、
４
月
に
説

明
し
た
主
要
事
業
に
つ
い
て
の
進
捗

状
況
と
、
各
課
か
ら
お
知
ら
せ
と
し

て
地
区
意
見
交
換
会
の
開
催
、
秋
の

花
い
っ
ぱ
い
運
動
等
の
お
願
い
を
し

ま
し
た
。 

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

　

10
月
１
日
・
２
日
に
山
形
県
西
川

町
で
第
４
回
全
国
さ
る
な
し
・
こ
く

わ
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

村
の
特
産
品
と
し
て
さ
る
な
し
を
生

産
販
売
し
て
い
る
、
新
庄
村
さ
る

な
し
栽
培
研
究
会
の
会
員
と
役
場
が

参
加
し
、
全
国
で
さ
る
な
し
生
産
を

行
っ
て
い
る
、
生
産
者
や
自
治
体
と

意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

サ
ミ
ッ
ト

の
中
で
は
大

学
の
研
究
を

行
っ
て
い
る

教
授
の
発
表

や
、
農
産
物

を
世
界
規
模

で
生
産
販
売

を
行
っ
て
い

る
生
産
者
の

方
の
講
演
を

聞
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際

に
圃
場
の
視
察
も
行
う
こ
と
が
で
き
、

現
在
新
庄
村
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
さ

る
な
し
の
品
種
に
つ
い
て
の
研
究
成

果
や
、
生
産
性
を
上
げ
る
育
て
方
、

加
工
方
法
や
販
売
に
つ
い
て
の
今
後

の
展
開
な
ど
、
多
く
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

東
北
地
域
で
は
さ
る
な
し
は
「
こ

く
わ
」
と
呼
ば
れ
様
々
な
加
工
品
が

販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
新
庄
村
の

「
さ
る
な
し
」
が
今
後
大
き
な
一
つ

の
特
産
品
と
な
る
よ
う
、
村
と
研
究

会
で
普
及
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

 

（
産
業
建
設
課
・
藤
井
）

全
国
さ
る
な
し・

こ
く
わ
サ
ミ
ッ
ト
開
催

区
長
会
開
催
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サ
ル
ナ
シ
の
皮
の
部
分
を
含
め
る
と
数

値
は
２
倍
に
な
り
ま
す
。
β
カ
ロ
テ
ン
、

ル
テ
イ
ン
の
含
有
量
は
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
の
約
２
倍
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
い
っ
た
数
字
を
み
る
と
、
サ
ル

ナ
シ
果
実
の
栄
養
価
の
高
さ
に
び
っ
く

り
で
す
ね
。
さ
ら
に
サ
ル
ナ
シ
は
果
実

の
栄
養
価
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
先

ほ
ど
説
明
し
た
高
含
有
量
の
ビ
タ
ミ
ン

Ｃ
に
つ
い
て
、
さ
る
な
し
果
実
の
約
４

倍
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
が
、
さ
る

な
し
の
葉
っ
ぱ
で
す
。
特
に
若
葉
の
方

が
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
多
い
そ
う
で
す
。
栽

培
を
さ
れ
て
い
る
方
は
乾
燥
し
て
お
茶

に
し
て
飲
む
こ
と
で
、
非
常
に
多
く
の

ビ
タ
ミ
ン
を
摂
取
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
滋
養
強
壮
に
良
い
と
さ
れ
て
い
る
の

は
こ
う
い
っ
た
、
高
い
栄
養
価
が
関
係

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

　
以
上
、
書
き
き
れ
な
い
ほ
ど
の
サ
ル

ナ
シ
の
栄
養
価
に
つ
い
て
で
し
た
。

　

サ
ル
ナ
シ
の
栄
養
価
に
つ
い
て
は
、

「
倉
敷
作
陽
大
学
食
文
化
学
部
商
品
開

発
交
流
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
レ
ポ
ー
ト

を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　
農
産
物
紹
介
で
紹
介
し
た
い
農
産
物

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
役
場
産
業
建
設

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�

（
産
業
建
設
課
・
藤
井
）

　
こ
ん
に
ち
は
！
サ
ル
ナ
シ
栽
培
研
究

会
で
す
。

　
気
温
が
下
が
り
い
よ
い
よ
冬
が
近
づ

い
て
き
た
新
庄
村
で
す
ね
。
第
2
回
目

と
な
る
今
回
は
サ
ル
ナ
シ
の
栄
養
に
つ

い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
む
か
し
か
ら
滋
養
強
壮
に
良
い
と
さ

れ
て
い
た
サ
ル
ナ
シ
で
す
。
特
に
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
の
含
有
量
に
つ
い
て
は
特
筆
す

べ
き
点
で
、
サ
ル
ナ
シ
の
果
実
に
含
ま

れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
含
有
量
の
多
い
と

い
わ
れ
て
い
る
レ
モ
ン
の
10
倍
に
も
な

り
ま
す
！
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
皮
膚
や
粘

膜
の
健
康
維
持
を
助
け
る
と
と
も
に
、

抗
酸
化
作
用
を
持
つ
栄
養
素
）
サ
ル
ナ

シ
果
実
10
個
で
１
日
の
推
奨
接
種
量
の

１
０
０
㎎
を
摂
取
で
き
る
そ
う
で
す
。

す
ご
い
で
す
ね
！

　
次
に
注
目
の
栄
養
素
は
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ

で
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
が
多
い
と
い
わ
れ

て
い
る
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
の
約
20
倍
が

サ
ル
ナ
シ
に
は
含
有
さ
れ
て
い
ま
す
！

（
ビ
タ
ミ
ン
Ｅ
は
抗
酸
化
作
用
に
よ
り

体
内
の
資
質
を
酸
化
か
ら
守
り
、
細
胞

の
健
康
維
持
を
助
け
る
栄
養
素
）

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

含
有
量
は
、
２
４
０
−３
０
０
㎎
、
と

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
並
の
含
有
で
す
が
、

新
庄
村

農
産
物
紹
介

6



　

令
和
４
年
度
の「
生
涯
学
習
推
進
大
会
」

と
し
て
、
次
の
と
お
り
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

岡
山
県
立
大
学
子
ど
も
学
科
の
樟
本
千

里
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
と
も

に
絵
本
を
読
む　

〜
大
人
の
か
か
わ
り
が

子
ど
も
の
学
び
を
深
め
る
〜
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
育
ち
に
地
域
全
体
で
関

わ
っ
て
い
く
た
め
に
、
多
く
の
皆
さ
ま
の

ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日　
時

　
　
　

11
月
13
日
（
日
）

　
　
　

受
付　

９
時
30
分
〜

　
　
　

開
会　

９
時
50
分
〜

　
　
　

講
演　

10
時
〜
11
時
30
分

■
場　
所

　
　
　

新
庄
村
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　

ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

 

（
教
育
委
員
会
・
高
岡
）

水稲作付農家支援補助金について
　近年の資材価格の高騰や燃料費の高騰などを受け、水田を維持管理していくことが
大変苦しい状況となっています。今後も主要農産物であるヒメノモチを含めた水田を
残し平地の大半を占める農地（水田）の保全を行っていただくため、次の補助事業を
行います。

【資材価格高騰対策補助】
　○助成内容　作付け１aに対して200円　
　○対 象 者　村内に住所を有する農家
　○申請方法　作付け実施農家に対し申請書を送付。申請のあった者と作付け計画を

参照し、補助金を支払う。
　○申請期限　10月末日
　○支 払 日　11月15日

【燃料価格高騰対策補助】
　○助成内容　刈取り受託作業面積１aに対して100円　
　○対 象 者　稲の刈取りを受託して作業をされている農家
　○申請方法　受託している面積について申請書で申請。申請のあった面積について

営農計画で確認を行い、補助金を支払う。
　○申請期限　12月末日
　○支 払 日　申請後、随時支給

　ご不明な点がございましたら、役場産業建設課までお問い合わせください。
 （産業建設課・藤井）

「
生
涯
学
習
推
進
大
会
」

講
演
会
の
お
知
ら
せ

7
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９
月
28
日
㈬
に
創
生
セ
ン
タ
ー
に

て
放
送
番
組
審
議
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
審
議
会
は
、
放
送
番
組
の
適
性

を
図
る
た
め
に
審
議
す
る
も
の
で
あ

り
、
委
員
さ
ん
か
ら
新
庄
村
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　

　

今
回
審
議
会
で
検
討
し
た
内
容
に

つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
自
主
放
送
番
組
の
内
容
改
善
に
つ

い
て

②
新
庁
舎
で
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事

業
運
用
に
つ
い
て

　

い
た
だ
い
た
意
見
を
踏
ま
え
、
放

送
内
容
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

 

（
総
務
企
画
課
・
稲
田
）

　

現
在
、
新
庄
き
ら
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
ご
利
用
中
の
方
々
へ
放
送
を

行
っ
て
お
り
ま
す
新
庄
村
自
主
放
送

番
組
に
つ
い
て
、
内
容
の
改
善
を
目

的
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

　

内
容
は
、
自
主
放
送
番
組
の
視
聴

状
況
や
視
聴
希
望
番
組
に
つ
い
て
簡

単
な
質
問
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け

る
方
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
回

答
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
総
務
企
画
課
・
稲
田
）

　

岡
山
県
医
師
会
で
は
、
会
長
が
地

域
に
出
向
い
て
住
民
の
皆
さ
ん
と
話

し
合
う
県
医
師
会
移
動
会
長
室
「
会

長
が
ゆ
く
！
虹
色
サ
ロ
ン
」
の
取
組

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
、
Ａ
Ｃ

Ｐ
（
人
生
会
議
）
と
い
う
ま
だ
一
般

に
は
馴
染
み
の
薄
い
概
念
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
新
庄
村
で
も
令

和
２
年
度
に
マ
イ
ラ
イ
フ
ノ
ー
ト
作

成
の
取
組
を
行
い
ま
し
た
。
あ
な
た

や
あ
な
た
の
身
近
な
方
の
今
後
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　
時　
11
月
５
日
㈯

　
　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
場　
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

●
内　
容

　
【
講　

演
】

　
　
　

岡
山
県
医
師
会

　
　
　
　

会
長　

松
山
正
春
先
生

　
　
　

浅
口
医
師
会

　
　
　
　

会
長　

福
嶋
啓
祐
先
生

　
【
司
会
・
進
行
】

　
　
　

新
庄
村
内
科
診
療
所　
　

　
　
　
　
　
　
　

大
槻
剛
巳
先
生

●
参
加
費　
無
料

●
申　
込　
不
要

　

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

（
住
民
福
祉
課
・
谷
川
）

　

認
知
症
に
関
わ
る
悩
み
に
つ
い
て
、

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
（
向
陽

台
病
院
）
の
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
と
お

話
し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
最
近
、
も

の
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
、
認
知
症

か
ど
う
か
気
に
な
る
な
ど
、
ど
ん
な

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

認
知
症
に
つ
い
て
学
び
た
い
方
、
周

囲
の
こ
と
や
自
分
自
身
の
こ
と
に
つ

い
て
相
談
し
て
み
た
い
方
は
、
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日　
時　
11
月
12
日
㈯

　
　
　
　
　

14
時
〜
16
時

●
場　
所　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

●
内　
容

　
【
講
演
】

　
　

講
師　

田
中
和
芳
セ
ン
タ
ー
長

　
　
　
　
　

14
時
〜
14
時
40
分

　
【
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
】　　
　
　
　

　
　
　
　
　

14
時
50
分
〜
16
時

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
先　
お
電
話
に
て
新
庄
村
役

場
住
民
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

　
（
電
話
）５
６
−２
６
４
６

●
申
込
締
切　
11
月
９
日
㈬

 

（
住
民
福
祉
課
・
谷
川
）

新
庄
村
自
主
放
送
番
組

に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

放
送
番
組
審
議
会
開
催

岡
山
県
医
師
会
移
動
会
長
室

事
業
の
お
知
ら
せ

認
知
症
ミ
ニ
講
演
会
・

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
の
お
知
ら
せ
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今
年
度
ま
だ
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

骨
そ
し
ょ
う
症
検
診
を
受
け
ら
れ
て

い
な
い
方
は
、
一
年
に
一
度
は
是
非

受
診
く
だ
さ
い
。

●
村
内
で
の
集
団
検
診

▼
日
に
ち　
令
和
４
年
11
月
１
日
㈫

▼
場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル

▼
内
容　

子
宮
が
ん
検
診
、
骨
そ

し
ょ
う
症
検
診

▼
対
象
者　
子
宮
が
ん
検
診
・
骨
そ

し
ょ
う
症
検
診
共
に
20
歳
以
上

▼
受
付
時
間　
15
時
30
分
〜
16
時
15

分
▼
自
己
負
担　
無
料

▼
備
考　
夕
方
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

●
勝
山
病
院
で
の
乳
が
ん
検
診

▼
日
に
ち　
令
和
４
年
11
月
16
日
㈬

▼
場
所　
勝
山
病
院
内
で
「
乳
が
ん

視
触
診
・
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
併

用
検
診
」
を
行
い
ま
す
（
視
触
診

の
み
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
）。

▼
対
象
者　
40
歳
以
上

▼
時
間　
村
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
13
時
出
発
と
な
り
ま
す

（
検
診
開
始
は
14
時
か
ら
）。

▼
自
己
負
担　
２
０
０
０
円

▼
申
し
込
み　
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
10
月
末
日
ま
で
に
住
民

福
祉
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
備
考　

約
10
名
の
予
定
で
す
が
、

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
別
日
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま

す
。
申
し
込
み
終
了
後
、
集
合
時

間
や
詳
細
は
個
別
通
知
し
ま
す
。

村
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

申
し
込
み
人
数
に
よ
っ
て
帰
村
時

間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。　

●
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
に
つ
い

て
は
、
各
病
院
で
の
個
別
検
診
も

行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
チ

ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
住
民

福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

（
住
民
福
祉
課
・
谷
川
）

　

む
し
歯
や
歯
周
病
で
多
く
の
歯
を

失
い
、
高
齢
に
な
る
と
、
噛
む
機
能

や
飲
み
込
む
機
能
が
低
下
し
、
十
分

な
栄
養
が
摂
れ
な
く
な
り
、
要
介
護

と
な
る
リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
周
病
は
、
心
疾
患
や
慢

性
腎
臓
病
、
呼
吸
器
疾
患
、
骨
粗
鬆

症
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
が
ん
、
早
産
・

低
体
重
児
出
産
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

全
身
疾
患
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
も

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。  

　

歯
科
健
診
や
定
期
健
診
は
、
口
腔

の
異
常
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が

で
き
、
介
護
や
全
身
疾
患
の
リ
ス
ク

低
減
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

毎
日
の
セ
ル
フ
ケ
ア
と
と
も
に
歯

科
健
診
や
定
期
健
診
を
活
用
し
て
お

口
と
全
身
の
健
康
維
持
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

 

（
歯
科
診
療
所
・
金
盛
）

　

新
庄
村
歯
科
診
療
所
で
歯
科
健
診

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
と
き　
10
月
20
日
〜
12
月
28
日
ま

で
▼
場
所　
新
庄
村
歯
科
診
療
所

▼
検
査
内
容　
歯
科
検
診

▼
費
用　
無
料

【
お
願
い
】

１　

新
庄
村
に
住
民
票
の
あ
る
方
が

対
象
で
す
。

２　

受
診
の
際
、
保
険
証
を
持
参
し

て
下
さ
い
。

３　

必
ず
予
約
し
て
か
ら
、
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
庄
村
歯
科
診
療
所

　

☎
０
８
６
７
−５
６
−３
０
５
６

 

（
歯
科
診
療
所
・
金
盛
）

▼
と
き　
11
月
7
日
〜
11
月
21
日

▼
場
所　
新
庄
村
歯
科
診
療
所

▼
検
査
内
容　
む
し
歯
リ
ス
ク
検
査

お

せ

知

ら

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・

骨
そ
し
ょ
う
症
検
診
の

お
知
ら
せ

「
い
い
歯
の
日
」
と

「
全
身
の
健
康
」

歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ

「
む
し
歯
リ
ス
ク
検
査

の
お
知
ら
せ
」
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11
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

日
時

　

▼
11
月
10
日
㈭ 

　
　
［
10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時
］

　

▼
11
月
24
日
㈭ 

　
　
［
10
時
〜
12
時
／
13
時
〜
16
時
］

場
所

　

真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　

津
山
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　

☎
０
８
６
８

―
３
１

―

２
３
６
０

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た

ら
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押

し
て
く
だ
さ
い
。

※
相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前

日
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本

人
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険

証
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
住
民
福
祉
課
・
小
畑
）

年
金
相
談

第76回　読書週間
〜この一冊に、ありがとう〜

　10月27日㈭から11月９日㈬は、秋の読書
週間です。
　今年の標語は『この一冊に、ありがとう』
です。「読書で心が震える体験は、何物に
も代え難い奇跡のようなものだと思います。
そして、自分の未来にはそんな奇跡がまだ
まだたくさん待っているという妙な確信も
あります。本に関わっているすべての人に
感謝を伝えたいです。」今年の標語募集に
おいて入選された、天野耕平さんのことば
です。
　新庄村公民館図書室では、図書の貸し出
しだけでなく、読みたい本を探すお手伝い
もしています。公民館にはない図書も、他
の図書館から借りることができます。深ま
る秋、たくさんの素敵な本との出会いの場
としてぜひご活用ください。

●絵本の読み聞かせ会　
　11月の風の子文庫さんによる、絵本の読
みきかせ会の日程をお知らせします。

【開催日時】

　11月２日㈬15時〜16時
　11月16日㈬15時〜16時
　11月30日㈬15時〜16時

【開催場所】

　新庄村公民館　児童図書室　

　天候や行事等でお休みになる場合があり
ますので、ご不明な場合は、お気軽にお問
い合わせください。

（公民館図書室・多久間）

公民館図書室だより ▼
費
用　
無
料
（
先
着
10
名
の
み
）

【
お
願
い
】

1
 

新
庄
村
に
住
民
票
の
あ
る
方
が

対
象
で
す
。

2

 

受
診
の
際
、
保
険
証
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

③
必
ず
予
約
し
て
か
ら
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　

新
庄
村
歯
科
診
療
所

　

☎
０
８
６
７
−５
６
−３
０
５
６

 

（
歯
科
診
療
所
・
金
盛
）
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今
月
の
俳
句
（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）

●

英
国
の
女
王
迎
え
に
秋
の
虹  

金
盛
　
啓
子

●

つ
っ
か
け
に
宿
借
り
て
い
た
カ
マ
ド
ウ
マ 

三
鴨
　
浩
子

●

や
れ
そ
ら
と
鳥
も
乱
舞
や
稲
を
刈
る 

田
中
　
艸
林

●

八
千
草
の
露
を
ま
と
い
て
猫
帰
る 

大
月
　
幸
子

 

（
ご
一
緒
に
俳
句
を
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
）

８月期の交通事故発生状況

区　分 村内 真庭市内
８月期 本年の累計 ８月期 本年の累計

事
故

件数 0 1 件 3 37 件
死者 0 0 人 0 2 人
重傷 0 0 人 1 4 人
軽傷 0 1 人 5 41 人

� （総務企画課・髙橋）�　

戸
籍
の
動
き

 

令
和
４
年
9
月
受
付
分

　
「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に
つ

い
て
は
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 （
住
民
福
祉
課
・
森
元
）

10
月
の
納
税

　
■
村
県
民
税（
３
期
）

　
■
国
保
税　
（
５
期
）

 

納
期
限
▼
10
月
31
日
㈪

　

ト
ク
ホ
は
、
健
康
の
維
持
増
進
に

役
立
つ
こ
と
が
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

表
示
さ
れ
て
い
る
効
果
や
安
全
性

に
つ
い
て
は
国
が
審
査
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

疾
病
リ
ス
ク
の
低
減
効
果
が
医
学

的
・
栄
養
学
的
に
確
立
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
疾
病
名
の
表
示
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、｢

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が

高
め
の
方
に｣

｢

血
圧
が
高
め
の
方

に｣

な
ど
の
表
現
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
機
能
性
表
示
食
品
は
、
事

業
者
の
責
任
に
お
い
て
、
科
学
的
根

拠
に
基
づ
い
た
機
能
性
を
表
示
し
た

食
品
で
す
。
国
の
審
査
は
行
い
ま
せ

ん
。で
す
が
、商
品
に
つ
い
て
の
デ
ー

タ
の
開
示
が
義
務
づ
け
さ
れ
て
い
る

の
で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
安
全
や
機

能
性
の
根
拠
な
ど
の
事
業
者
が
届
け

出
た
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

２
０
２
２
年
現
在
は
、
ト
ク
ホ
が

約
１
０
０
０
件
、
機
能
性
食
品
が
約

５
０
０
０
件
の
登
録
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

表
示
の
違
い
、
審
査
の
有
無
な
ど

が
あ
り
ま
す
が
自
分
の
目
的
に
あ
っ

た
も
の
を
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
表
示
さ
れ
て
い
る

１
日
当
た
り
の
摂
取
目
安
量
、
摂
取

方
法
、
注
意
事
項
な
ど
を
確
認
し
て

摂
取
す
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　

ど
ち
ら
も
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ

た
基
本
の
食
事
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
食

品
で
す
。
こ
れ
ば
か
り
に
頼
り
す
ぎ

る
の
で
は
な
く
、
食
生
活
は
、
主
食
・

主
菜
・
副
菜
を
基
本
に
バ
ラ
ン
ス
よ

く
食
べ
ま
し
ょ
う
！

 

（
住
民
福
祉
課
・
藤
田
）

お
元
気
で
す
か
？

今
月
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

　
こ
ん
に
ち
は
。
空
も
秋
色
を
お

び
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
み
な
さ

ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
は
、
ト
ク
ホ
（
特
定
保
健

用
食
品
）
と
機
能
性
表
示
食
品
に

つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

12



2022年10月

日々の活動をお知らせします!新
庄
村

地域おこし
協力隊

　　

北
海
道
・
東
北
・
関
東
・
近
畿
・

中
国
・
四
国
・
九
州
の
全
国
７

地
域
の
そ
れ
ぞ
れ
一
番
人
口
の

少
な
い
村
が
一
堂
に
会
し
、
情

報
交
換
し
、発
信
す
る
の
が「
小

さ
な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」
で
す
。

　

今
月
は
熊
本
県
五
木
村
の
紹

介
で
す
。
五
木
村
は
熊
本
県
の

南
部
、
球
磨
郡
北
部
に
位
置

秋めいてきた９月。10月11月にかけて、何かと

新しいことがいろいろ動き出しそうな気配がして

います。行楽シーズンの営業はどんな雰囲気にな

るのか、今から楽しみです。

観光（宿泊）

青
あお

野
の

 日
ひ

向
な

子
こ

須貝邸やふるさと納税に加え、最近はむらづくり

新庄村が依頼を受けた商品開発のデザイン業務を

担ったり、月に１回行われる里山クッチーナにも

関わったりしています。

観光（宿泊）

沖
おき

津
つ

 美
み

邑
ゆ

今年も無事に稲刈りが終わりました。コンバイン

の運転は楽しいですし、どのくらい取れるかは

もっと楽しみです。一年にこの時期しか乗れない

子ですが、来年もよろしくね！

農業

関
せき

根
ね

 龍一

忙しい８月が終わり、少し落ち着けるかと思った

９月も多くの加工案件でバタバタと過ぎてしまい

ました。忙しさに負けず、１日を大切にして今後

も頑張っていきます！

産業（林産資源活用）

河
かわ

田
だ

 達
たつ

希
き

りゅういち

小
さ
な
村

ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト

し
、「
五

木
の
子
守

唄
」
の
発

祥
の
地
で

す
。
村
全

体
が
九
州

山
地
の
山

岳
地
帯
に

あ
る
た
め
、

標
高
１
、

０
０
０
ｍ

以
上
の
山

岳
が
連
な

り
、
平
坦

部
は
非
常
に
少
な
く
、
深
い
峡

谷
が
縦
横
に
走
る
急
峻
な
地
形

が
特
徴
で
す
。

　

い
よ
い
よ
、
今
月
は
「
小
さ

な
村
ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
で

す
。

　

村
民
の
皆
様
に
も
、
積
極
的

に
ご
参
加
、
ご
協
力
頂
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
総
務
企
画
課
・
柴
田
）

熊
本
県
五い

つ

木き

村む
ら
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今
年
は
こ
ち
ら
の
都
合
に
よ
り
、

散
布
作
業
を
少
し
早
め
に
行
わ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
申
込
み
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
初
め
て
散
布

を
さ
せ
て
も
ら
う
圃
場
も
あ
り
ま
し

た
。
天
候
・
圃
場
の
状
態
等
を
み
な

が
ら
、
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

堆
肥
の
支
払
に
は
「
新
庄
村
事
業

者
支
援
券
」
も
使
用
で
き
ま
す
。
ご

利
用
さ
れ
る
方
は
、
お
申
し
つ
け
下

さ
い
。

ま
し
た
。
ど

の
圃
場
の
白

ネ
ギ
も
、
順

調
に
成
長
し

て
い
て
出
荷

が
楽
し
み
で

す
。

　

８
月
上
旬

に
、
蒜
山
で

も
白
ネ
ギ
の

講
習
会
が
あ

り
、
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
白
ネ
ギ

の
管
理
の
話
や
、
台
風
対
策
の
話
な

ど
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

梨
瀬
地
区
の
圃
場
で
ニ
ン
ニ
ク
の

栽
培
を
行
い
ま
す
。
９
月
末
に
定
植

し
て
、
来
年
の
６
月
〜
７
月
に
収
穫

予
定
で
す
。
初
め
て
の
試
み
な
の
で
、

私
達
も
楽
し
み
で
す
。

ま
し
た
‼
）。
今
年
は
去
年
の
反
省

を
活
か
し
て
、
作
業
が
行
え
た
と
思

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
比
べ
た
ら
ま

だ
ま
だ
で
す
が
、
ス
ム
ー
ズ
に
作
業

が
で
き
ま
し
た
。
９
月
24
日
に
、
す

べ
て
の
圃
場
の
稲
刈
り
を
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
圃
場
に
よ
っ
て

生
育
が
違
う
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
勉
強

に
な
る
こ
と
ば
か
り
で
す
。
収
量
が

ど
の
く
ら
い
あ
る
か
、
楽
し
み
で
す
。

　

８
月
26
日
に
真
庭
普
及
指
導
セ
ン

タ
ー
の
太
田
先
生
と
白
ネ
ギ
道
場

（
講
習
会
）
の
２
回
目
を
行
い
ま
し

た
。
出
荷
が
近
く
な
り
、
生
産
者
の

方
達
と
白
ネ
ギ
の
出
荷
の
統
一
を
図

る
話
し
合
い
や
、
圃
場
見
学
を
行
い

　

公
社
の
稲
刈
り
は
、
９
月
７
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
２
度
目
の
稲
刈

り
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
緊
張
し
ま
す
。

　

今
年
も
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
方
達
に

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
公
社

も
コ
ン
バ
イ
ン
を
借
り
て
、
大
原
地

区
の
圃
場
の
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

（
去
年
は
２

条
刈
り
の
コ

ン
バ
イ
ン
で

し
た
が
、
今

年
は
４
条
刈

り
の
コ
ン
バ

イ
ン
で
行
い

ま
し
た
。
と

て
も
緊
張
し

稲
刈
り
終
わ
り
ま
し
た

白
ネ
ギ
道
場
2
回
目

堆
肥
散
布
始
ま
り
ま
し
た

ニ
ン
ニ
ク
栽
培
は
じ
め
ま
す

一
般
社
団
法
人 

新
庄
村
農
業
公
社

 

℡
４
５—

7
５
０
７

ご
相
談
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

い
つ
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ん
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
一
般

社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社
で
す
。

　
９
月
に
入
っ
て
そ
わ
そ
わ
…
。
稲
刈
り

が
気
に
な
り
始
め
ま
す
。
稲
刈
り
が
終
わ

る
と
、
堆
肥
散
布
作
業
に
白
ネ
ギ
の
出
荷

が
続
き
ま
す
。
他
に
も
、
田
ん
ぼ
の
秋
処

理
や
電
牧
外
し
等
、
雪
が
降
る
ま
で
に
行

う
作
業
が
大
忙
し
で
す
。
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理想の
福祉を目指して

【
９
月
の
活
動
】

１
日　
第
２
回
役
員
会
（
10
名
）

14
日　
緑
と
花
い
っ
ぱ
い
運
動

　
　
　
（
草
取
り　
女
性
部
４
名
）

22
日　
村
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
　
　
ゴ
ル
フ
大
会　
（
23
名
）

●
第
２
回
役
員
会

　

９
月
１
日
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
役

員
会
を
開
催
し
、
今
後
３
か
月
間
の
行
事

予
定
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
新

庄
村
内
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

者
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も

研
修
旅
行
は
中
止
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
計
画
通
り
の
事
業
実
施
が

困
難
な
中
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
工
夫

を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
会
員
加
入

期
間
：
10
月
１
日
〜
12
月
末

　

今
年
も
10
月
か
ら
全
国
一
斉
に
赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

共
同
募
金
に
寄
せ
ら
れ
た
募
金
は
、
地

域
で
行
わ
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福

祉
活
動
、
災
害
時
の
被
災
地
支
援
活
動

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。「
困
っ
た
と
き
は
、

お
た
が
い
さ
ま
」
の
気
持
ち
か
ら
始
ま
っ

た
赤
い
羽
根
の
募
金
活
動
。
今
年
は
「
つ

な
が
り　

さ
さ
え
あ
う　

み
ん
な
の
地
域

づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
行
わ
れ
ま
す
。

あ
な
た
の
募
金
が
、
誰
か
を
支
え
る
た
め

の
力
に
な
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
10
月
20
日
頃
か
ら
地

区
の
区
長
さ
ん
を
通
し
て
戸
別
募
金
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
第
二
回
目
の
寝
具
等
丸
洗
い
乾

に
向
け
て
の
働
き
か
け
の
方
法
な
ど
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

【
11
月
の
活
動
予
定
】

17
日　
美
作
地
区
高
齢
者
親
睦

　
　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
美
咲
町
）

　

新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
在
宅
福
祉
・
地
域
福
祉
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

  
そ
の
財
源
は
、
主
に
村
か
ら
の
補
助
金
・

委
託
料
や
介
護
保
険
事
業
収
入
、
寄
附
金

そ
し
て
会
費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
ニ
ー
ズ
は
年
々
複
雑
多
様
化
し
て

き
て
お
り
、
会
費
は
事
業
推
進
に
貴
重
な

も
の
で
す
。
そ
し
て
会
費
を
納
入
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
村
民
の
皆
さ
ま
に
社
会
福

祉
事
業
に
参
加
し
て
頂
く
と
い
う
意
味
が

あ
り
ま
す
。

　

今
年
度
も
区
長
さ
ん
を
通
じ
て
納
付
書

を
お
配
り
し
ま
す
。

　

普
通
会
員
一
千
円

　

賛
助
会
員
五
千
円

　

ど
う
ぞ
社
会
福
祉
協
議
会
の
趣
旨
・
目

的
を
ご
理
解
頂
き
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

５
６—

２
０
０
１

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
活
動

 

社
協
会
費
納
入
の
お
願
い

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動

寝
具
等
丸
洗
い
乾
燥
事
業

燥
事
業
を
11
月
９
日
㈬
に
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
者
は
新
庄
村
に
住
所
を
有
す
る
左

記
の
方
々
で
す
。

・
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
方
・
要
介

護
状
態
の
方

・
75
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯

・
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
・
２
級
保
持
者

で
、
日
常
的
に
介
護
を
必
要
と
す
る
方

等
で
す
。

　

対
象
者
一
人
に
つ
き
一
回
あ
た
り

８
、０
０
０
円
ま
で
助
成
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
み
締
め
切
り

　
令
和
４
年
11
月
２
日
㈬

　

詳
細
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か
ら
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

岩
佐　

英
子　

様
（
香
典
返
し
）

　

谷
口　

泰
弘　

様
（
忌
明
け
）

　

黒
田　

眞
路　

様
（
一
般
寄
附
）

ご
寄
付
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小中学
校だより

　９月14日㈬に、全校児童で「ひめのもち」
の稲刈り体験を行いました。
　子どもたちは、春に堆肥をまき、田植えを体験しました。新庄村農業公社の方には、田おこし・代かきや
水の管理等をお世話になり、稲刈りを迎えることができました。
　当日は、岡山大学地域教育専修の学生も参加し、ボランティアの方に教えていただきながら、稲を刈っ
て束ね、「はで」にかける活動をしました。１・２年生は、鎌を使っての稲刈りは難しいようでしたが、高学
年のお兄さんお姉さんに教わりながら一生懸命していました。
　脱穀し、収穫したもち米を使っておいしいお餅を作るのを子どもたちは楽しみにしています。
　地域の方にお世話になり、貴重な体験をすることができました。ふるさと新庄の豊かな実りを実感する
ことができました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新庄小学校・熊谷）

真庭支部秋季総体
　９月24日㈯に『真庭支部秋季総体』が行われま
した。３年生が引退して、最初の公式戦でした。
　生徒たちは日頃の練習の成果をしっかり発揮し
て、最後まで一生懸命頑張ることができました。
　次の公式戦は10月７日㈮・８日㈯の『美作地区
予選会』で、県大会出場を目指して戦います。

　10月29日㈯の『学習発表会』に向けて、練習に力が入っています。
　今年度は、５年～７年（小５～中１）が一緒に合奏に取り組んでいます。中学
生が小学生をリードしている姿が随所に見られています。
　８・９年（中２・３）は地域の方に指導をしていただき、新庄太鼓に挑戦して
います。３つのパートに分かれて、地域の方が熱心に教えてくださっています。
　異学年交流を通して、お互いを認め合いながら、みんなで協力して気持ちを一
つにすることの大切さを感じてほしいと考えています。発表会当日は、ぜひ学校
へ児童生徒の発表を見に来てください。� （新庄中学校・小川）

「新庄の豊かな実りを実感」

　動物愛護週間（９月20日～26日）に合わせて、岡山県獣医師会真庭支部から小
学校へ絵本をいただきました。
　９月27日㈮に中国四国酪農大学校の菱川雅弘校長先生が来校され、学級委員
会の６年生千葉朱里さん、藤井彩衣さん、５年生稲田愛月さん、篠原光さんが代

表として絵本を受け取りました。
　絵本は、家畜（牛、鶏と豚）に親しむ食育絵本
２冊と保護犬の物語１冊の合計３冊です。
　菱川先生は獣医師としてかつて新庄村内の家畜の診療をされており、新庄村
の畜産のお話や、動物を最後まで飼うことの大切さについてのお話を聞きました。
　いただいた絵本は代表児童が全校に内容を紹介しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（新庄小学校・小林）

県獣医師会真庭支部から小学校へ絵本の贈呈

中学校より

小学校より

『学習発表会』に向けて
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